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秤動の読み
嘗て佐藤明達さんが秤動の読みは現行の

:::::::::
ひょうどうでは無しにしょうどうとすべし
と述べて居られる 1)。然しこれに賛同する
声が全く聞こえて来ては居ないので此処に
遅れながら賛意を表する次第である。
この主張をなさる事になったのは以下の
様な記事に接されたからと考えられる：
▶医学会では「口腔」を「コウクウ」と言う。
でも「腔」の読みは「コウ」だけであり、「クウ」
はない。 · · · あたかも「わが業界では山を
カワと読むことにする。みんなこれに従
え」と言うようなものである。それを許し
て勝手に読み方を変えるようになったら、
文字は機能を失う。◀
佐藤さんは用語秤動に付いて更に進めて
論じて居られる。天文学の話では無いので
あるが気になる用語が在るので触れてみる
ことにしたい。
気になる言葉

:::::::::
トリアージ
病院で患者の重症度に応じて選別を行う
事を指して言う。フランス語とのことだが
それならトリアージュと言うべきである。
ポタージュをポタージと言いモンタージュ
をモンタージと言って居るのと同じ事であ
る。門番などを指すコンシエルジュの事を
コンシェルジュと言ったりして居る。

:::::
防御率
野球で投手の成績を表わすのに使われて

居る。数値 0.0が最も優れた結果を表わす
と云う。合格率 0.0の進学塾が優れた塾と
云うことになるのであろうか。この言葉の
正体は 9回を投げたものとしての失点の事
である。換算失点の事を指して居るのであ
るから換失とでも言えば良いのでは無かろ
うか。

:::::
北朝鮮
大韓民国と朝鮮民主主義人民共和国と
が朝鮮半島には在る。これをヨーロッパの
国々では両者を 南北 で言い分けて居る。
我が国では前者を韓国と言い後者を北朝鮮
と言って居る。我々は南北で言い分けては
居ないのであるから後者は単に 朝鮮 と言
えば良いのでは無いか。

· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

天文学で問題となるのは秤動の読みのみ
なのでは無い。天文学や物理学等で

:::
定説と

して受け容れられて居るものの中にも深慮
してみるべきものも存して居るのでは無か
ろうか。Einstein と云えば 相対性理論 の
生みの親とされて居る。ノーベル賞も受け
て居る。然しそれは相対性理論に対してで
は無い。何故なのか！その理由に付いては
触れた事がある2)3)。太陽系の角運動量 に
対する通常の把捉に問題が在る 4) と云う



事に異を唱えもした。Hubbleの法則には
問題は無いのであろうか 5)。130億光年の
彼方で発せられた光が 130 億年もの長い
時間を費やしながら我々の元に届いて居る
と云うのは将に神秘的と言うの外は無い。

· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

Cantor の対角線論法 6)

区間 (0, 1)内の
:::::::::
総ての実数を 次の様な

形に表わす事が出来ると
:::::::
仮定するのが当該

論法の基本なのである。
ρ1 = 0.k11k12k13 · · · k1n · · ·
ρ2 = 0.k21k22k23 · · · k2n · · ·
ρ3 = 0.k31k32k33 · · · k3n · · ·

· · · · · ·
· · · · · ·

ρn = 0.kn1kn2kn3 · · · knn · · ·
· · · · · ·

只今の実数の並びを縦一列と呼ぶ事に
する。縦一列を構成する実数の数は無限で
在る。無限集合の個数を表わすのに濃度と
云う用語が用いられ　

アレフゼロ
ℵ0　と云う記号で表

わされる。
k11 , k12 · · · , k21, k22 · · · , k1n, k2n · · ·

は 0, 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9 の中の何れかの
数を表わす。
ρ1 に於て k11 と異なる数が 9 個存在
する。k12 と異なる数も 9 個存在する。
k13, · · · , k1n, · · · の総てに対しても同様で
ある。これ即ち ρ1 に一致しない実数が
9 × 9 × · · · 個 ≡ 9ℵ0 個存在する事を表わ
して居る。全く同じ事を ρ2 以下の総ての
実数に対しても言う事が出来る。

これは 縦一列に含まれて居ない実数
の濃度が ℵ0 × 9ℵ0 と云う事を表わして居
る。これらの実数の幾つかは縦一列の数に
一致するものも在り得るであろう。然し縦
一列の濃度は ℵ0 でしか無いのであるから
その中に濃度 9ℵ0 の実数が総て包含される
と云うのは在り得ない事である。
これは

::::::::::
総ての実数を並べて縦一列を作る

事が出来ると
:::::::::
仮定する事が不可能であると

云う事を表わして居る 7)。
即ち Cantor の対角線論法なるものは
仮定する事の出来ないものを出来るとして
:::::::::::::::::::::::::::::::::::

論を進めて居るのであるから凡そ数学とは
呼ぶことの出来ない代物でしか無い。
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